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本研究は埼玉県小鹿野町の一般地域居住健康高齢住民を対象とした前向き臨床疫学研究であり、既に

Aging Clinical and Experimental Research 誌に掲載されている論文である。血中アディポネクチン濃度

は、心血管疾患の発症やフレイルへの進展と関連があることが報告されている。一般高齢者を対象に、加齢

に伴う高分子量アディポネクチン濃度およびその変化量はどのような指標と関連があるかを調査した。調

査初年度と５年後で追跡可能であった 65 歳以上の高齢者 196 人（男性 55 人、女性 141 人）が対象であ

る。高分子量アディポネクチンに影響を及ぼす因子として、身体機能（身長、体重、BMI、ウエスト周囲

径、握力、下肢伸展筋力、片足立ち時間）、骨密度および血清脂質値（総コレステロール、HDLコレステロ

ール、LDL コレステロール、non-HDL コレステロール）との関連を検討した。さらにアディポネクチン濃

度に関わる遺伝子多型との関連についても検討を行った。ウエスト周囲径を除く全ての身体機能は 5 年後

に低下を認めたが、non-HDL コレステロールは変化が認められなかった。初回測定時の高分子量アディポ

ネクチン濃度は女性で有意に高値であり性差が認められた。また女性では 5 年後に有意な低下が認められ

たが男性では有意な変化は認められなかった。そこで女性における高分子量アディポネクチン濃度と関連

する因子を検討した結果、体重、BMI、下肢伸展筋力の変化率に負の相関、片足立ち時間、HDLコレステ

ロールの変化率に正の相関を認めた。男女別に重回帰分析を行った結果、体重および HDL コレステロール

の変化率が女性における高分子量アディポネクチン濃度の変化率の有意な予測因子であった。男性におい

ては有意な予測因子は認められなかった。 

 

本研究では日本人の一般高齢集団において経時的な高分子量アディポネクチン濃度の変化を調査した点

が新知見であり、高齢者の心血管疾患の発症やフレイルへの進展を予測するうえで有用な研究であり、臨

床的意義は極めて高い。 

 よって本論文は、博士（医学）の学位を授与するのに値するものと認める。 
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